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研究成果概要（2,000字程度） 

創業間もないスタートアップ企業を対象とした学術的研究は，産業組織論分野で「創業後のパ 
フォーマンス」に関する実証分析として 1990 年ごろから取り組まれるようになった．ハイテ

クスタートアップ企業を対象とした実証分析は海外でいくつかみられるが，日本企業を対象と

した研究は，申請者が参画したアンケート調査にもとづく実証分析など，数例しか存在しない．

また，これまでの研究は，事業の存続・退出や成長に注目しがちであり，ハイテクスタートア

ップ企業のイノベーション活動、およびそれがどのようなイノベーションを生み出すかについ

ては実証的に明らかにされていない．これまで私自身が試みたように，信用調査会社のデータ

ベースを単独で用いた実証分析では，技術に関する情報がデータベースに含まれないことから，

この方法をハイテクスタートアップ企業やイノベーションの研究に拡張することは難しい．本

研究では，日本のハイテクスタートアップ企業を対象に，事業の存続・退出，成長およびイ 
ノベーションといった創業後のパフォーマンスの決定要因を明らかにするために行われたもの

である． 

スタートアップ企業が事業を存続し成長していくためには，起業家の人的資本が重要な役割

をはたすと考えられており，とくに，ハイテクスタートアップ企業の場合，技術レベルが大き

く関係する．そこで，起業家の人的資本について，先行研究で用いられた年齢，教育，経験と

いった個人属性に加えて，新たに技術能力が創業後のイノベーション活動やその結果としてパ

フォーマンスにどのような影響を与えるかについて分析した．特に，どのようなハイテクスタ

ートアップ企業がその後にどのような技術を開発しているか（特許取得）について注目した．

企業の存続・退出，成長（売上高や総資本などの規模の変化）および創業後のイノベーション

（特許取得），さらに，IPO や被合併といった所有者のエグジット戦略を創業後のパフォーマ

ンスとして，これらをそれぞれ従属変数とするモデルを推定した．存続 は，観測期間が途中打

ち切りとなることから，こうした特性のデータに対応可能な生存分析を応用する．とくに，退

出の中でも倒産、被合併といった競合リスクイベント(competing-risks events) が存在するこ

とから，これまでの研究で用いた推定方法を応用した． 

 研究成果は、大きく分けて 2 つである。1 つ目は、研究業績欄 1（およびその旧バージョン

である 3）の論文で分析した、創業者の人的資本がイノベーション戦略において果たす役割に

関する研究の成果である。この研究では、創業者の受けた教育水準や創業前の職務経験や技術

経験といった人的資本が創業後に採用するイノベーション戦略にどのように影響するかを実証

的に明らかにしている。特に、イノベーション戦略として、外部技術ソーシング（ライセンシ

ングインおよび共同研究開発）に従事するかどうかは、創業者が有する吸収能力（absorptive 
capacity）によって決まるのではないかという仮説を検証した。結果として、創業前の技術経



験や関連産業における職務経験といった人的資本の中でも当該活動に関連する人的資本

（specific human capital）の水準が外部技術ソーシングに正の影響を与える一方、創業者が受

けた教育の年数といった汎用的な人的資本（general human capital）は外部技術ソーシングに

は直接影響を与えないことが示された。これは、前者の人的資本は吸収能力として機能する一

方で、後者は必ずしも機能しないことが要因であると考えられる。 

2 つ目は、新規企業のイノベーション（特許取得）が生存・退出の確率にどのような影響を

与えるかについて分析した研究である。研究業績欄 2の論文において、帝国データバンクのデ

ータベースに基づいて企業名および CEO名で特許出願したかどうかを特許データベースとのマ

ッチング作業において明らかにした上で、設立前および設立後の特許出願が生存確率を高める

ことを明らかにした。 
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研究成果概要は、データで gakunai@kwansei.ac.jpまで提出してください。 


